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今
年
は
『
丑う

し

年
』

大正 14 年生 96 歳 11 人

昭和 12 年生 84 歳 29 人

昭和 24 年生 72 歳 46 人

昭和 36 年生 60 歳 28 人

昭和 48 年生 48 歳 22 人

昭和 60 年生 36 歳 16 人

平成９年生 24 歳 ３人

平成 21 年生 12 歳 10 人

※令和２年 12 月 21 日現在

　
丑
（
う
し
）
と
は
干
支
（
十
二
支
）

の
中
で
第
２
番
目
に
数
え
ら
れ
ま
す
。

昔
の
時
刻
の
名
で
丑
の
刻
は
、
午
前

２
時
を
中
心
と
す
る
約
２
時
間
。

　

　「
丑
」
と
い
う
字
は
手
の
指
を
曲
げ

て
も
の
を
握
る
様
子
を
表
し
た
象
形

文
字
で
、
本
来
の
読
み
方
は
「
ち
ゅ

う
」。
中
国
の
歴
史
書
『
漢
書
』
律
暦

誌
で
は
「
曲
が
る
」
を
意
味
し
、
芽

が
種
子
の
内
部
で
伸
び
き
ら
な
い
状

態
を
表
し
て
い
る
よ
う
に
「
紐
」
に

そ
の
意
味
が
う
か
が
え
ま
す
。
こ
の

「
丑
」
を
「
う
し
」
と
し
た
の
は
、
庶

民
に
十
二
支
を
浸
透
さ
せ
る
た
め
、

動
物
の
名
前
を
当
て
た
も
の
で
す
。

　
牛
と
い
え
ば
の
ん
び
り
な
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
古
来
か
ら
労
働

力
の
一
つ
と
し
て
利
用
さ
れ
、
食
糧
、

肥
料
と
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
で
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
動
物
で
す
。

　
※
町
内
の
丑
年
生
ま
れ
の
方
　

　
　
は
、
１
６
５
人
で
す
。
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昨
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す
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型
コ
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ナ
ウ
イ
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ス
感
染
症
が
世
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的
に
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延
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す
と
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ス
感
染
症
が
世
界
的
に
蔓
延

し
、
国
内
で
も
猛
威
を
振
る
い
、
日
常
に
お
い
て
我
慢
を
強
い
ら
れ
た
一
年

し
、
国
内
で
も
猛
威
を
振
る
い
、
日
常
に
お
い
て
我
慢
を
強
い
ら
れ
た
一
年

と
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
犠
牲
者
と
感
染
者
に
お
悔
や
み
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お
見
舞
い
、
医

と
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
犠
牲
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と
感
染
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に
お
悔
や
み
と
お
見
舞
い
、
医

療
従
事
者
に
敬
意
を
深
く
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
未
だ
収
束
が
見
通
せ
な
い

療
従
事
者
に
敬
意
を
深
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表
し
ま
す
と
と
も
に
、
未
だ
収
束
が
見
通
せ
な
い

不
安
か
ら
一
日
も
早
く
解
放
さ
れ
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安
心
安
全
な
生
活
を
取
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戻
す
こ
と
を
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安
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日
も
早
く
解
放
さ
れ
、
安
心
安
全
な
生
活
を
取
り
戻
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こ
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ま
せ
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町
に
目
を
向
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ま
す
と
コ
ロ
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禍
に
あ
っ
て
も
名
産
の
ウ
ニ
や
自
然
探

勝
を
求
め
る
客
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遠
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と
は
な
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の
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自
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は
、

勝
を
求
め
る
客
足
が
遠
の
く
こ
と
は
な
く
、
都
市
間
の
往
来
自
粛
解
除
後
は
、

週
末
を
中
心
に
後
志
道
余
市
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
本
町
に
向
け
て
長
い

週
末
を
中
心
に
後
志
道
余
市
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
本
町
に
向
け
て
長
い

車
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。
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内
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ゴ
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終
処

分
場
の
選
定
を
巡
る
動
き
が
に
わ
か
に
巻
き
起
こ
り
、
相
次
い
で
文
献
調
査

分
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の
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巡
る
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き
が
に
わ
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に
巻
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こ
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上
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さ
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上
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迎
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や
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更
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な
ど
取
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組
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新
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の
充
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強
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を
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る
こ
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は
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情
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本
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町
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ま
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よ

　

こ
れ
か
ら
も
積
丹
町
議
会
に
対
し
、
力
強
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の
今
年
一
年
の
ご
健
康

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の
今
年
一
年
の
ご
健
康

と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
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た
し
ま
す
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「
未
知
な
る
困
難
な
時
代
に
対
応
で
き
る

「
未
知
な
る
困
難
な
時
代
に
対
応
で
き
る

　
　
　

　
　
　
　
　
　
地
域
社
会
の
再
生
を
目
指
し
て
」

　
　
　
地
域
社
会
の
再
生
を
目
指
し
て
」

                       
                       

                       
                       

積
丹
町
議
会
議
長

積
丹
町
議
会
議
長 
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俊俊 

三三

～
丑
（
う
し
）
年
の
町
の
出
来
事
～

【
昭
和
48
年
】

・
来
岸
小
学
校
が
閉
校

・
第
５
次
漁
港
整
備
計
画
着
手
（
美
国
・

　
幌
武
意
・
日
司
・
余
別
漁
港
）

・
野
塚
・
日
司
地
区
簡
易
水
道
完
成

【
昭
和
60
年
】

・
入
舸
中
学
校
閉
校

・
第
１
回
「
お
ら
が
名
物
積
丹
ま
ん

　
ぷ
く
ま
つ
り
」

・
積
丹
地
区
国
営
草
地
開
発
事
業

　

　
着
工
（
川
上
地
区
）

・
国
際
森
林
年
記
念
植
樹
祭
（
黄
金
岬
）

【
平
成
９
年
】

・
島
武
意
海
岸
が
「
日
本
の
渚
百
選
」

　
選
定

・
積
丹
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
厚
生

　
大
臣
表
彰

・
国
道
開
通
記
念
積
丹
町
・
神
恵
内

　
村
議
員
交
流
会
（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

・
全
道
漁
業
青
年
・
女
性
交
流
発
表

　
大
会
で
道
代
表
（
澤
貴
幸
さ
ん
（
余

　
別
））

【
平
成
21
年
】

・
全
道
初
の
小
樽
海
上
保
安
部
「
名

　
誉
灯
台
長
」
称
号
授
与
（
成
田
熊

　
太
郎
さ
ん
（
神
岬
）、小
澤
清
一
さ
ん
（
余

　
別
））

・
水
難
救
助
訓
練
全
道
大
会
入
賞
（
積

　
丹
１
位
、
美
国
３
位
・
石
狩
湾
新
港
）
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